
市
長
も
議
会
も
不
問
に
さ
せ
な
い

日
本
共
産
党
は
12
月
議
会
に
、
議
案
提
案
権
を
行

使
。
統
一
協
会
に
つ
い
て
、
議
会
の
決
議
と
、
国
へ

の
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
23
日
に
上

程
採
決
が
さ
れ
ま
す
。

前
議
員
の
調
査
、
今
後
の
関
係
断
て

日
本
共
産
党
の
提
案
し
た
「
碧
南
市
議
会
が
世
界

平
和
統
一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
協
会
）
及
び
関
係
団

体
と
一
切
の
関
係
を
断
つ
決
議
」
は

安
倍
晋
三
元
総
理
の
銃
撃
事
件
を
契
機
に
政
治
と

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
以
下
「
旧
統
一
協
会
」

と
い
う
。
）
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
る

。

消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
高
額
な
商
品
を
購
入
さ

せ
る
「
霊
感
商
法
」
等
で
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
団
体
と
政
治
家
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
互
い
に
利

用
し
あ
っ
て
き
た
こ
と
は
民
主
主
義
を
守
る
べ
き
地

方
自
治
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

碧
南
市
議
会
は
、
碧
南
市
議
会
議
員
が
統
一
協
会

の
関
係
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
写
真
が

公
表
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
調
査

を
行
っ
て
い
な
い
。

碧
南
市
議
会
は
、
市
当
局
及
び
碧
南
市
議
会
の
統
一

協
会
と
の
過
去
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
し
、
公
表
し
、

及
び
今
後
一
切
の
関
係
を
断
つ
こ
と
を
決
意
し
、
以

下
の
６
項
目
を
実
施
す
る

。

記１
碧
南
市
議
会
議
員
の
各
会
派
と
旧
統
一
協
会
及
び

関
係
団
体
と
の
関
係
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
す
る

。

２
会
派
と
し
て
関
係
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
調
査
す
る

。

３
会
派
の
政
務
調
査
活
動
及
び
政
策
立
案
の
判
断
に

影
響
が
及
ん
で
い
な
い
か
調
査
す
る

。

４
前
３
項
の
こ
と
を
会
派
が
取
り
ま
と
め
、
議
会
と

し
て
公
表
す
る

。

５
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
議
会
が
果
た
す
た
め
に
、

市
長
及
び
行
政
全
体
の
統
一
協
会
と
の
関
わ
り
を

明
ら
か
に
し
、
市
民
に
公
表
す
る
。

６
行
政
も
、
市
議
会
も
統
一
協
会
と
今
後
一
切
の
関

係
を
断
つ
こ
と
。

以
上
、
決
議
す
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。
今
ま
で
不
問
に
し
て
き
た
市
議

会
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

実
効
性
あ
る
被
害
者
救
済

法
と
解
散
命
令
を

政
府
は
、
12
月
10
日
の
国
会
会
期
末
に
向
け
て
、

被
害
者
救
済
法
を
可
決
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
被
害
者
か
ら
も
、
弁
護
団
か
ら
も
こ
の
ま

ま
で
は
、
真
に
救
済
が
出
来
な
い
と
異
論
が
出
て
い

ま
す
。
自
民
党
と
統
一
協
会
の
深
刻
な
癒
着
さ
え
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
岸
田
総
理
の
口
先
だ

け
で
ご
ま
か
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
の
提
案
し
た
意
見
書
の
内
容
で
す
。

「
旧
統
一
教
会
と
政
界
と
の
癒
着
の
徹
底
解
明
及
び

被
害
者
の
救
済
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

安
倍
晋
三
元
首
相
の
銃
撃
事
件
を
機
に
、
政
治
家

と
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
（
以
下
「
旧
統
一
教
会
」

と
い
う
。
）
と
の
癒
着
の
実
態
が
次
々
と
明
る
み
に

出
て
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
徹
底
解
明
を
求
め
る

世
論
が
強
ま
っ
て
い
る
。

旧
統
一
教
会
を
め
ぐ
っ
て
は
、
１
９
６
０
年
代
後

半
か
ら
教
団
に
勧
誘
さ
れ
て
家
を
出
た
子
ど
も
た
ち

を
と
り
戻
す
保
護
者
の
運
動
が
起
こ
り
、
８
０
年
代

に
は
「
霊
感
商
法
」
、
「
合
同
結
婚
式
」
等
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。
中
で
も
霊
感
商
法
の
被
害

は
深
刻
で
、
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
（
以

下
「
全
国
弁
連
」
と
い
う
。
）
は
、
過
去
３
５
年
間

に
全
国
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
と
合
わ
せ
て

約
３
万
４
，
０
０
０
件
の
被
害
相
談
が
あ
り
、
被
害

額
は
１
，
２
０
０
億
円
を
上
回
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
全
国
弁
連
で
は
、
全
て
の
国
会
議
員
に

対
し
て
、
旧
統
一
協
会
又
は
そ
の
正
体
を
隠
し
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
又
は
賛
同
を
し
な
い
よ
う
求
め

て
き
た
が
、
国
会
議
員
及
び
地
方
議
員
に
限
ら
ず
閣

僚
ま
で
含
め
て
多
く
の
政
治
家
が
、
関
連
団
体
の
集

会
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
た
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
り
す
る
等
教
団
と
の
深
い
関
係
を
築
い
て
き

た
実
態
が
、
今
回
の
銃
撃
事
件
を
機
に
改
め
て
浮
き

彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

政
府
と
し
て
癒
着
の
実
態
を
解
明
し
、
関
係
を
清

算
す
る
と
い
う
断
固
た
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、
実
態
解
明

を
徹
底
し
て
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
旧
統
一
協
会

等
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
救
済
を
実
現
す
る
た
め
、

以
下
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
。

記１
旧
統
一
教
会
と
政
治
家
と
の
癒
着
、
霊
感
商
法
被

害
の
実
態
等
を
徹
底
的
に
調
査
し
、
国
会
で
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。

２
霊
感
商
法
の
被
害
者
、
旧
統
一
教
会
会
員
及
び
会

員
２
世
世
代
の
相
談
窓
口
の
設
置
並
び
に
現
行
法

制
度
を
最
大
限
活
用
し
、
専
門
家
及
び
団
体
と
の

連
携
も
含
め
た
当
該
被
害
者
の
弾
力
的
な
救
済
を

行
う
こ
と
。

３
「
法
令
に
違
反
し
て
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
を
害

す
る
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
行
為
を
し
た
こ
と
」

と
い
う
宗
教
法
人
法
（
昭
和
２
６
年
法
律
第
１
２

６
号
）
第
８
１
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
解

散
命
令
の
要
件
に
、
既
に
合
致
し
て
い
る
統
一
協

会
に
早
期
に
解
散
へ
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
。

日
本
の
民
主
主
義
や
人
権
に
関
す
る
姿
勢
が
世
界

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
碧
南
市
の
市
長
と

市
議
会
議
員
が
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ
よ
う
求

め
る
請
願
書
」
を
全
戸
に
配
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

返
送
用
封
筒
で
、
送
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
市
民
に

話
す
と
「
市
長
が
統
一
協
会
と
密
着
し
て
い
る
と
知

ら
な
か
っ
た
。
市
議
会
議
員
も
、
は
っ
き
り
さ
せ
る

べ
き
」
と
署
名
に
応
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ウ
ソ
や

ゴ
マ
カ
シ
の
市
政
を
許
さ
な
い
、
市
民
の
意
思
を
明

確
に
示
し
ま
し
ょ
う
。
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
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犬
や
猫
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

12
月
４
日
刈
谷
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
愛
知
県
地
域
猫

実
行
委
員
会
の
主
催
す
る
「
Ｌ
ｅ
ｔ
’
ｓ
地
域
猫
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
２

は
じ
め
よ
う
！
み
ん
な
の
た
め
の
地
域
猫
対

策
」
に
、
磯
貝
明
彦
さ
ん
と
山
口
は
る
み
市
会
議
員
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
刈
谷
市
副
市
長
、
大
府
市
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

大
府
市
で
は
今
年
６
月
か
ら
条
例
施
行

大
府
市
で
は
、
犬
や
猫
に
つ
い
て
、
そ
の
健
康
と
安
全

を
守
る
と
と
も
に
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
で
、

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
互
い
の
価

値
観
を
尊
重
し
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
「
大
府
市
人
と
犬
及
び
猫
と
の
共
生
に

関
す
る
条
例
」
を
、
令
和
４
年
６
月
１
日
に
施
行
し
ま
し

た
。
目
的

犬
や
猫
の
所
有
者
（
一
時
的
に
預
か
っ
て
い
る
占
有
者

を
含
む
）
、
市
民
（
市
内
事
業
所
及
び
市
内
へ
の
通
勤
通
学

者
を
含
む
）
及
び
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
し
、
人
と
犬
や
猫

が
共
生
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

と
し
、
猫
よ
け
器
の
貸
し
出
し
。
犬
及
び
猫
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
装
着
費
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猫
嫌
い
こ
そ「
地
域
猫
」活
動
を

講
師
に
は
横
浜
市
職
員
だ
っ
た
公
益
財
団
法
人
神
奈
川
動

物
愛
護
協
会
「
地
域
猫
」
発
案
者
の
黒
澤

泰
さ
ん
。

開
口
一
番
「
地
域
猫
」
活
動
は
猫
を
守
る
活
動
で
は
な

い
。
野
良
猫
を
減
ら
し
て
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
こ
と

で
す
。
の
一
言
で
、
疑
問
の
す
べ
て
が
払
し
ょ
く
さ
れ
ま

し
た
。

野
良
猫
の
寿
命
は
長
く
て
10
年

野
良
猫
は
約
５
０
０
ｍ
範
囲
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
き
れ
い
好
き
な
動
物
で
す
。
糞
、
発
情
期
の

鳴
き
声
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
は
、
定
期
的
な
エ
サ
や
り
、
ト
イ

レ
の
設
置
で
解
決
で
き
ま
す
。
野
良
猫
を
不
妊
去
勢
手
術

を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
で
、
野
良
猫
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
の
違
い

「
地
域
猫
活
動
」
と
違
い
不
妊
去
勢
手
術
の
み
を
行
う
Ｔ

Ｎ
Ｒ
で
は
、
根
本
的
な
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
「
地
域
猫
活
動
」
は
、
地
域
で
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
を
地
域
住
民
が
不
妊
去
勢
手
術
や
給
餌
、
清
掃
な
ど

ル
ー
ル
を
決
め
て
管
理
し
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
活
動
で
す
。

行
政
や
関
わ
り
住
民
主
体
で
、
広
げ
る
こ
と
で
、
交
通

事
故
で
道
路
の
死
体
を
処
理
す
る
件
数
も
減
り
ま
す
。

一
方
で
、
飼
い
主
の
多
頭
飼
育
も
問
題
と
な
っ
て
お
り

地
域
全
体
で
、
環
境
テ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
す
。

碧
南
市
は
、
地
域
の
動
物
病

院
に
手
術
依
頼
を

碧
南
市
は
、
オ
ス
猫
の
去
勢
手
術
に
５
０
０
０
円
。
メ

ス
猫
の
不
妊
手
術
に
１
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
市

内
の
動
物
病
院
で
は
こ
の
基
準
で
は
安
す
ぎ
て
ほ
と
ん
ど

受
け
入
れ
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
補
助
額
を
実
態
に
合
わ

せ
て
引
上
げ
、
近
く
の
病
院
に
地
域
の
人
が
連
れ
て
い
け

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

地
域
猫
活
動
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
り
よ
く

す
る
活
動

と
し
て
、

行
政
支
援

の
引
き
上

げ
が
必
要

で
す
。
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（
月
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南

）

映
画
「
百
年
と
希
望
」上
映

刈
谷

12
月
18
日
午
後
２
時
～

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

共
通
券
：
９
９
９
円
（
障
が
い
者
、
18
歳
以
下
無
料
）

取
扱
い

山
口
０
９
０
・
８
５
４
２
・
０
７
６
４

「地域猫」セミナー

野良猫を減らして住みよい町に

通常はオスが右耳、メスが左耳を耳カット
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